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枚
方
議
２
面
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０
１
０
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・
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藤

奥

口

井

井

奥

井

井

井

枚方市駅周辺再整備など都市基盤整備の充実
・枚方市駅周辺再整備基本計画を策定し、連鎖的
なまちづくりの具体化を推し進める。また、そ
の起点となる（仮称）総合文化芸術センターの建
設工事に着手し、 年度内の完成をめざす。
・新庁舎整備については、外部の知見を取り入れ
ながら、庁舎機能のあり方などをまとめた整備
基本構想を策定する。
・香里ケ丘地域においては、新たな魅力を創出し、
まち全体のさらなる活力へ広げていくため、

年夏のオープンに向け、香里ケ丘図書館と香里
ケ丘中央公園の整備を一体的に進める。
高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり
の推進
・介護予防、生活支援については、要支援認定者
などを対象に、理学・作業療法士が考案した取
り組みなど、本市独自のサービスを拡大する。
・小学校区を単位とし、地域による取り組みが進
められている元気づくり・地域づくりプロジェ

クトでは、高齢者が生き生きと活動ができ、支
え合える地域づくりをめざし、住民と今後さら
に連携する。
・広域型特別養護老人ホームの増築等による定員
の拡大や、地域密着型サービスの整備に向けて
取り組む。
協働によるまちづくりの推進
・新たな公民連携のあり方を確立するため、シテ
ィプロモーション推進プラットホームを構築す
る。
・ポイント事業の実施により、健康教室やまちづ
くり活動等への参加を促し、健康寿命の延伸等
につなげるとともに、まちづくりへの関心を高
める。
将来世代に大きな負担を残さない徹底した市政
改革の推進
・病院事業会計については、市立ひらかた病院改
革プランに基づき、公立病院としての役割を担
いつつ、診療体制の充実等によるさらなる収益
の拡大と経営の効率化を進める。
・職員の職務と責任に応じためり張りのある人事
給与制度を構築し、職員のやる気につなげると
ともに、適正な給与水準を確保する。

議
会
は
、
３
月

日
の
本
会
議
で
、
７
件
の
意
見
書
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
と
は

市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し

て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で

す
。国

会
及
び
政
府
は
、
今
回
の
中
小
河
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
真
に
活
用
し
や
す
い
施
策

と
な
る
よ
う
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１．
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
河
道
掘
削
を
含
め
、
平
成

年

度
補
正
予
算
で
約
１
３
０
０
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
の
要
望
を
踏
ま
え
、
平
成

年
度
以
降
も

十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

２．
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
河
道
掘
削
の
対
策
箇
所
を
限
定
し

て
い
る
が
、
今
後
は
、
地
方
自
治
体
が
よ
り
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
対
策
箇
所
の
拡
大
も
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
。

ま
た
、国
が
直
接
管
理
す
る
河
川
の
河
道
掘
削
に
つ
い
て
も
、

周
辺
自
治
体
の
要
望
を
踏
ま
え
、必
要
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

３．
防
災
・
安
全
交
付
金
を
活
用
し
た
中
小
河
川
の
河
道
掘
削

に
つ
い
て
は
、恒
久
的
な
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
財
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣

国
会
及
び
政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１．
地
域
の
面
的
、
一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
本
構
想
制
度
の
見
直
し
も
含
め

た
新
た
な
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２．
公
共
交
通
事
業
者
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
的
な
取
り
組

み
を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

３．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
進
め
る
際
に
は
、
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
意
見
を
聴
取
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
国
と
し

て
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
に
努
め
る
こ
と
。

４．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
改
正
後
、
速
や
か
に
円
滑
な
施
行
を
行

う
観
点
か
ら
、
改
正
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
を
行
う
こ

と
。提

出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
国
土
交
通
大
臣

少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
展
す
る
社
会
の
中
で
、
我

が
国
が
持
続
的
成
長
を
実
現
し
、
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
国
民
一
人
一
人
が
そ
の
個
性
に
応
じ
た
多
様
な

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
、

我
が
国
最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
女
性
の
能
力
を
生
か
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２
０
１
７
で
、
我
が
国
は
、
１
４
４
カ
国
中
、

過
去
最
低
の
１
１
４
位
と
な
り
、
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、

女
性
の
政
治
参
画
が
お
く
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
、
超
党
派
の
国
会
議
員
か
ら
、
政
治
分
野

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
議
論
が
提
起
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
地
方
議
会
に
お
い
て
も
議

論
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
効
果
的

か
つ
積
極
的
に
推
進
し
、
民
主
政
治
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
政

治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
、
基
本
原

則
や
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
は
、
早
期
に
法
整
備
を
行
う
な
ど
、

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
総
務
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣

国
会
及
び
政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１．
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
都
道
府
県
に
促
す
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
法
律

を
早
急
に
制
定
す
る
こ
と
。

２．

時
間
体
制
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
や
全
国
共

通
番
号
の
電
話
相
談
窓
口
の
設
置
等
に
必
要
な
予
算
措
置
を

講
じ
、
性
犯
罪
等
被
害
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
。

３．
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
援
助
等
を
定
め
る
性

可可
決決
しし
たた
意意
見見
書書
（（
要要
旨旨
））

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

中中
小小
河河
川川
のの
河河
道道
掘掘
削削
にに
要要
すす
るる

中
小
河
川
の
河
道
掘
削
に
要
す
る

予予
算算
のの
確確
保保
等等
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

予
算
の
確
保
等
を
求
め
る
意
見
書

ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
法法
のの
改改
正正
及及
びび
改改
正正
後後
のの

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
及
び
改
正
後
の

円円
滑滑
なな
施施
行行
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

円
滑
な
施
行
を
求
め
る
意
見
書

政政
治治
分分
野野
にに
おお
けけ
るる
男男
女女
共共
同同
参参
画画
のの

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の推推

進進
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

推
進
を
求
め
る
意
見
書

性性
犯犯
罪罪
等等
被被
害害
者者
へへ
のの
支支
援援
のの
拡拡
充充
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

性
犯
罪
等
被
害
者
へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

大
地
議
員

現
在
、市
駅
の
近
く

に
は
市
民
利
用
の
多
い
行
政
機
能

が
点
在
し
て
い
る
が
、
以
前
に
も

わ
が
会
派
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

今
後
、
＊

街
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
こ
う
し
た
行
政
機

能
を
持
つ
施
設
を

街
区
に
集

約
、
再
編
し
て
い
く
よ
う
検
討
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、新
庁
舎
に
つ
い
て
、市
は

＊

街
区
で
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
が
、府
は
庁
舎
機
能
を

街
区
に

移
転
す
る
方
針
と
し
た
。こ
れ
を
受

け
、
庁
舎
の
位
置
を
１
カ
所
に
限

定
せ
ず
に
、こ
れ
ま
で
の
国
・
府
・

市
有
財
産
の
最
適
利
用
の
考
え
方

や
財
政
的
な
裏
づ
け
を
含
め
て
、

考
え
方
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

伏
見
市
長

庁
舎
機
能
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
整
備
の

検
討
と
あ
わ
せ
て

街
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め

に
、
市
民
窓
口
や
相
談
窓
口
、
さ

ら
に
は
市
民
ニ
ー
ズ
が
高
い
図
書

館
機
能
な
ど
、
本
市
の
行
政
機
能

の
充
実
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

ま
た
、
新
庁
舎
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
国
・
府
と
連
携
、
協
力
し
、

街
区
を
基
本
に
検
討
す
る
と
し

て
い
る
が
、
枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中

で
、
事
業
手
法
や
事
業
費
な
ど
の

精
査
と
あ
わ
せ
て
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幅
広
い

視
野
を
持
っ
て
比
較
、検
討
す
る
。

香
里
ケ
丘
図
書
館
・
中
央
公
園

管
理
手
法
の
決
定
時
期
は

大
地
議
員

香
里
ケ
丘
図
書
館

と
香
里
ケ
丘
中
央
公
園
の
一
体
的

な
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
体
運
営

も
含
め
た
管
理
手
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

供
用
開
始
時
期
を
考
え
れ
ば
、
遅

く
と
も

年
度
に
は
一
定
の
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

わ
が
会
派
は
民
間
活
用
に
よ
る
一

体
運
営
を
求
め
て
き
た
が
、
管
理

手
法
に
つ
い
て
は
い
つ
ご
ろ
決
定

さ
れ
る
の
か
。

な
お
、
香
里
ケ
丘
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
的
に
実
施
す
る
に

当
た
り
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
子
育
て
支

援
等
の
関
連
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

香
里
ケ
丘
図
書
館

と
香
里
ケ
丘
中
央
公
園
の
一
体
運

営
に
つ
い
て
は
、

年
度
中
を
目

途
に
民
間
活
用
の
管
理
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
継
続

実
施
に
向
け
た
留
意
点
は

大
地
議
員

わ
が
会
派
で
は
、

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

主
張
し
て
き
た
。
本
市
で
は
、
複

雑
化
、
多
様
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
、
向
上
さ
せ
る
に
は
市

民
、
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
り
効

率
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
た
め
、
今
回
、
協
働

の
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
目
的
か
ら
す
る
と
、

事
業
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

実
施
に
際
し
、
初
期
費
用
や
運
営

経
費
、
ポ
イ
ン
ト
原
資
も
含
め
る

と
多
額
の
費
用
を
投
入
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
店
舗
の
協
力
を
得

る
の
で
あ
れ
ば
、
息
の
長
い
事
業

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
点
に
留
意
し
て
取
り
組
む
の
か
。

伏
見
市
長

幅
広
い
年
代
か
ら

多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
、
よ
り
多
く
の
店
舗
で
ポ
イ

ン
ト
を
使
用
で
き
る
よ
う
、
事
業

者
に
ポ
イ
ン
ト
事
業
へ
の
参
画
を

働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
事

業
に
つ
い
て
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
公
共
交
通
利
用
の
促
進
、
協

働
の
促
進
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
こ
と
の
目
的
や
効
果
を
明

確
に
し
な
が
ら
選
定
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
中
学
校
に
お
け
る
自
転
車
交
通

安
全
教
室
の
継
続
的
な
実
施
を

○
外
部
知
見
の
活
用
な
ど
で
市
立

ひ
ら
か
た
病
院
の
経
営
改
善
を

大
橋
議
員

保
育
所
の
待
機
児

童
対
策
と
し
て
５
０
０
人
の
入
所

枠
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

今
後
の
保
育
需
要
の
高
ま
り
を
考

え
る
と
、
既
存
施
設
の
活
用
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
建
て
か
え
を
予
定
し
て

い
る
私
立
保
育
園
で
は
、
仮
設
園

舎
が
遠
く
、
送
迎
の
負
担
が
大
き

い
保
護
者
も
い
る
と
い
う
。
今
後

も
、
保
育
園
の
増
改
築
に
よ
る
待

機
児
童
対
策
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
同
様
の
事
例
が
生
じ
か
ね
な

い
た
め
、
建
て
か
え
時
の
在
園
児

支
援
と
し
て
、
送
迎
バ
ス
の
運
行

な
ど
の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
お
、

既
存
施
設
の
活
用
な

く
し
て
待
機
の
解
消
な
し

と
考

え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を

検
証
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

５
０
０
人
の
入
所

枠
を
確
保
し
て
も
、
地
域
に
よ
っ

て
は
待
機
児
童
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
小
学
校
の
余
裕

教
室
を
活
用
し
た
小
規
模
保
育
施

設
等
の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
私
立
保
育
園
が
建
て
か

え
等
で
定
員
増
を
行
う
際
は
、
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
費
用
面
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
仮
設
園

舎
の
用
地
確
保
が
困
難
な
場
合
に

市
有
地
を
貸
し
付
け
る
な
ど
側
面

的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
送
迎

が
不
便
に
な
る
と
い
う
保
護
者
の

心
情
は
理
解
す
る
が
、
建
て
か
え

を
行
う
保
育
園
が
十
分
な
説
明
を

行
う
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
対
処

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

未
利
用
地
を
活
用
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
に

大
橋
議
員

市
政
運
営
方
針
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る
。し
か
し
、

３
つ
の
市
立
体
育
館
が
す
べ
て
稼

働
率

％
を
超
え
る
な
ど
、

万

人
都
市
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
少
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
を
多
目
的
広
場
と
し
て

暫
定
的
に
活
用
し
、
利
用
者
に
重

宝
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
た
め
、

同
様
に
活
用
が
可
能
な
未
利
用
地

は
な
い
の
か
聞
く
。

な
お
、
そ
う
し
た
土
地
が
あ
れ

ば
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
勘
案

し
、
ス
ポ
ー
ツ
目
的
で
の
貸
し
出

し
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

未
利
用
地
の
活
用

に
は
、
当
該
用
地
の
安
全
性
や
行

政
利
用
の
予
定
等
を
考
慮
す
る
必

要
性
、
地
域
の
理
解
や
駐
車
場
の

確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は

あ
る
が
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
を
充
実
す
る
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

樟
葉
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

改
善
に
向
け
た
進
捗
は

大
橋
議
員

市
政
運
営
方
針
で

は
、
樟
葉
駅
周
辺
の
交
通
環
境
の

改
善
に
向
け
、
樟
葉
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
整
備
に
関
す
る
基
本
設
計
を

進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
ロ
ー

タ
リ
ー
は
交
通
結
節
点
の
機
能
を

持
つ
た
め
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事

業
者
な
ど
が
利
用
し
て
お
り
、
基

本
設
計
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
、

こ
う
し
た
関
係
機
関
の
意
見
を
酌

み
取
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
同
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ま
で
も
、バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
と
自
家
用
車
の
通
行
空

間
を
分
け
た
構
造
で
設
計
す
べ
き

と
、
た
び
重
な
る
要
望
を
し
て
き

た
が
、現
在
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

伏
見
市
長

樟
葉
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
に
つ
い
て
は
、

年
度
に
基

本
設
計
を
委
託
し
、

年
度
に
最

も
効
率
的
、
効
果
的
な
改
善
策
を

取
り
ま
と
め
る
。
ま
た
、
バ
ス
事

業
者
や
警
察
等
の
関
係
機
関
か
ら

意
見
を
酌
み
取
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
お
り
、今
後
も
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
調
整
し
、検
討
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
子
ど
も
が
規
則
正
し
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
家
庭
へ
の
支
援
を

○
い
じ
め
防
止
策
、
男
女
平
等
教

育
お
よ
び
人
権
教
育
の
推
進
を

樟葉駅前ロータリー

枚方市駅周辺（写真は岡東中央公園と
市役所庁舎を含む区域）

岡
沢
議
員

年
度
中
に
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
改
訂
を
行
い
、
国
・
府
が
示

す
合
計
特
殊
出
生
率
に
近
づ
け
る

た
め
、
各
施
策
を
推
進
す
る
と
い

う
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
抜
本
的
な

少
子
化
対
策
と
は
な
り
得
な
い
。

定
住
人
口
の
確
保
、
出
生
数
の
増

加
に
向
け
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
対
策
に
一
刻
も
早
く
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
期
待
し
た
い
が
、
本
市
の
出

生
率
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
市
長
公
約
で
は
第
２
子
以
降

の
保
育
料
の
無
料
化
を
掲
げ
て
い

た
は
ず
だ
が
、
改
訂
後
の
総
合
戦

略
で
は
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無

料
化
を
記
載
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
効
果
は
期

待
で
き
な
い
。
他
に
も
有
効
な
少

子
化
対
策
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

市
長
と
し
て
早
期
に
具
体
的
な
成

果
を
上
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

子
育
て
世
代
か
ら

さ
ら
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
た

め
に
、
子
育
て
環
境
、
学
校
教
育

の
充
実
に
向
け
、

年
度
か
ら
新

た
に
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無

料
化
、
英
語
教
育
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
む
。
今
後
も
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
本
市
の
魅
力
を
高
め

る
有
効
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り

本
市
の
取
り
組
み
や
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

事
務
事
業
の
見
直
し

実
効
性
の
確
保
策
は

岡
沢
議
員

事
務
事
業
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
外
部

評
価
員
に
よ
る
総
点
検
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
大
部
分
の
事

業
は
外
部
評
価
員
の
意
見
を
踏
ま

え
た
対
応
が
な
い
ま
ま
据
え
置
か

れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
実
効
性
を
確
保

し
て
い
く
の
か
。

な
お
、
従
来
の
取
り
組
み
の
繰

り
返
し
と
な
ら
な
い
よ
う
、
行
政

の
役
割
と
責
任
を
踏
ま
え
、
市
長

が
先
頭
に
立
っ
て
、
既
存
の
事
務

事
業
の
見
直
し
に
是
々
非
々
の
姿

勢
で
積
極
的
か
つ
果
敢
に
切
り
込

む
こ
と
を
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

行
政
改
革
の
実
行

に
は
、
各
部
の
見
直
し
等
を
市
長

の
強
い
意
志
を
も
っ
て
リ
ー
ド
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
私
の
思
い
を
全
庁
に
伝

播
さ
せ
る
た
め
、特
別
職
を
初
め
、

部
長
等
に
よ
る
指
示
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
行
革
推
進
部
門
に

よ
る
進
捗
管
理
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
各
部
次
長
を
行
革
推
進

担
当
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
各
部

と
の
連
携
の
充
実
に
よ
り
、
行
政

改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
取

り
組
み
の
実
効
性
を
高
め
る
。

就
学
前
児
童
全
体
を
対
象
に

教
育
・
保
育
の
一
体
事
業
を

岡
沢
議
員

保
育
所
の
児
童
は

待
機
の
状
況
に
あ
る
が
、
幼
稚
園

の
入
所
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
多
様

な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た

め
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
活
用

し
、
就
学
前
児
童
に
対
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
場
所
や
形
態
が
さ
ま
ざ

ま
で
も
、
本
市
の
児
童
と
い
う
観

点
か
ら
、
行
政
の
責
任
で
就
学
前

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業
の
進
め

方
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
幼
稚
園
の
定
員
割

れ
や
保
育
所
待
機
児
童
対
策
に
個

別
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
市

が
一
体
と
な
っ
て
、
教
育
や
保
育

を
包
括
し
、
就
学
前
の
児
童
全
体

を
対
象
と
し
た
事
業
の
実
施
を
検

討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

就
学
前
の
保
育
・

教
育
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て

は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
等
を
ト
ー

タ
ル
で
と
ら
え
、
民
営
化
や
統
廃

合
を
含
め
た
一
体
的
・
総
合
的
な

プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
組
む
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市
駅
周

辺
再
整
備
の
取
り
組
み
を

〇
非
管
理
職
員
の
昇
給
に
も
人
事

評
価
結
果
の
反
映
を

市立幼稚園を活用した小規模保育施設
（写真はこうりょう小規模保育施設）

おお じ まさ ひろ

大地正広

おお はし とも ひろ

大橋智洋
おか ざわりゅういち

岡沢龍一

有
山
正
信
、
大
森
由
紀
子
、
岡
林

薫
、

山
口

勤
、
上
野
尚
子
、
大
地
正
広
、

藤
田
幸
久
、
丹
生
真
人

大
塚
光
央
、
福
留
利
光
、
野
村
生
代
、

漆
原
周
義
、
大
橋
智
洋
、
中
武
貞
勝
、

工
藤
衆
一

木
村
亮
太
、
池
上
典
子
、
岡
沢
龍
一
、

岩
本
優
祐
、
妹
尾
正
信
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